
 

地下水分布を考慮した 

水道管路の老朽度評価精度の向上に関する研究 

１．はじめに 

国内の導・送・配水管の 56.2%以上を占めるダクタイル鉄管（以下、管）の多くは高度

経済成長期に布設され、老朽化した管路を限られた予算の中で効率的に更新していく必要

がある。これまでに、従来の管路の老朽度評価方法（以下、従来モデル）[1]よりも高精

度で、老朽度を定量評価可能な新しい老朽度評価方法（以下、新モデル）を研究しており、

全国で高い予測精度を確認してきた[2]。一方、地下水の有無は腐食速度に影響し、海水

の影響を受ける場合はより顕著と考え、分布状況の考慮で更なる精度向上が期待できる。 

そこで本研究では、新潟市水道局が約 13 年にわたり蓄積した地下水などの調査データ

を分析し、海水の影響を受けた地下水により腐食が促進されるエリアを推定することで、

新モデルの予測精度を向上させた説明性の高い地下水モデルを構築する方法を検討した。 

 

２．新モデルの概要 

図 1に新モデルの概要を示す。新モデルは、約

6,000 件の管路（住所、埋設期間、腐食深さなど）

と埋設環境（土質、土壌比抵抗など）の全国調査

データを基に、腐食速度に有意な差がある 4つの

埋設環境分類（腐食性が低い順に砂系、シルト系、

粘土系、比抵抗 1500Ωcm 未満。以下、腐食性 1、

2、3、4）ごとにモデルを構築し、漏水事故率を予

測する手法である[2]。土壌の腐食性を表す埋設

環境分類マップは、一般公開された種々の地図デ

ータを重ね合わせることで作成している。 

 

３．新潟市の調査データを活用した地下水モデル構築 

新潟市の保有する調査データのうち、地下水の比抵抗に着目し、以下に示す方法で、新

モデルをベースとした地下水モデルを構築した。 

 

（１）新潟市の調査データの概要 

管路の新設や更新時に、管の腐食程度、土壌及び地下水の比

抵抗、pH などを収集したものである（データ数：1,946 件）。 

 

（２）地下水の比抵抗データの分析 

 比抵抗が腐食速度に大きく寄与することが知られているこ

とから、地下水の比抵抗に着目し調査データを分析した。図 2

に地下水の比抵抗と管の腐食程度の関係を示す。地下水の比抵

抗と管の腐食程度に相関関係が認められ、地下水の比抵抗を活

用して埋設環境分類マップの一部を変更することとした。 
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図 2 地下水の比抵抗と 
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（３）海水の影響を受けるエリアの特定 

 海岸線から近く標高の低いエリアでは、海水

由来の塩分を多く含む地下水が生じる場合が

ある。そこで、海岸線からの距離、標高及び土

質に着目し、地下水の比抵抗との関係を分析し

た結果、以下の条件が重なるエリアで海水の影

響を受ける可能性が高いことを確認した。 

① 海岸線から 5km 以下（図 3） 

② 標高が 3m以下（図 4） 

③ 砂礫系（地下水の透過性大） 

 

（４）地下水モデルの構築 

 「海岸線から 5km 以下、標高 3m 以下、砂礫

系」のエリアでは、海水（約 20Ωcm）の影響を

受けた地下水により腐食が促進されると考え

られるため、当該エリアについて新モデルの埋

設環境分類マップを腐食性 4 に変更すること

で、地下水の影響を反映した埋設環境分類マッ

プを使用する地下水モデルを構築した。 

 

４．地下水モデルの妥当性検証 

図 5 に漏水事故の予測精度検証方法を示す。

2019 年の管路データを用いて老朽度（漏水事

故率）を予測し、それ以降 3 年分（2019 年～

2021 年）の腐食に起因する漏水事故と照合す

ることで、漏水事故の予測精度を新モデルと地

下水モデルで比較した。 

図 6に漏水事故の予測精度検証結果を示す。老朽度順に管

路更新した場合に残る漏水件数は、新モデルと比べ地下水モ

デルでは半分以下と少なく、地下水モデルに従い管路を更新

することで、漏水事故を低減できることを確認した。 

 

５．おわりに 

新潟市水道局が保有する調査データを活用することで、予

測精度の高い地下水モデルを構築し、将来の漏水事故を低減

できることを確認した。今回得られた知見を反映し老朽度評

価の予測精度を向上すると共に、管路の重要度や水理水質等

の評価項目を総合的に評価して管路更新計画を策定し、健全

な管路の維持管理を行っていく。 
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